
労働者の健康を守るために

長時間の残業など過重な労働が続くと、脳・心臓疾患を発症するリスクが高まることが

医学的に知られています。長時間にわたる過重労働の下では、労働者が疲労を回復するこ

とができなくなり、疲労を蓄積してしまうことがあります。このため、過重労働をなくし、

適切な健康管理を実施することが必要です。このパンフレットは、労使が協力して自主的

な取り組みを行うときに役立つ多くのヒントが掲載されています。過重労働による健康障

害防止対策を実施するに当たっては、事業場の衛生委員会や安全衛生委員会又は小規模事

業場における労使協議の場などを積極的に活用し、労使協力の枠組みの下で取り組みを行

うことが重要です。事業場で働くすべての人々が過重労働に関連する情報を共有し、全員

参加により、事業場の安全衛生水準を継続的に向上させることが大切です。

産業保健スタッフが整備された事業場だけでなく、労働者数が50人未満の小規模事業場

の方々にも役立つように取りまとめましたので、ぜひご活用ください。
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